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有 明海 の海泥 にお ける ウェル シュ菌 の検 出―III
湾奥 部 の海泥 および流入 河川泥 における ウェル シュ菌
の分布,な らび に,分 離株 の性 状
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Detection of Clostridium perfringens in Sea Mud of Ariake Sea-III 
Distribution of Clostridium perfringens in Sea Mud of Inner Part of 
 the Bay and in River Mud of Rivers Running into the Bay
Tadataka TANIGUTI
 The distribution of Clostridium perfringens in sea mud of the inner part of the Ariake Sea 
(bay) was estimated in 1971, 1972, 1973 and 1976. The characteristics of the isolated C. 
perfringens strains were studied. The same study was made on river mud of the rivers 
running into the bay in 1976 and 1973. A large number of C. perfringens was detected in the 
sea mud of the inner part of the bay in 1971 to 1976. The maximum value of the number 
was 2,400-75,000/100 g (moist mud). The number of C. perfringens detected in the river mud 
was larger than that in the sea mud. All tested one hundred strains from among the isolates 
were identified as Type A. Hobbs Types 1, 2, 4, 5, 6, 8 and 13 were detected from the sea 
mud. Of the isolates from unheated sea mud, 13% (18/142) was Hobbs Types. Types 1, 4, 5, 
8, 11, 13, 14 and 16 were detected from the river mud (unheated). Of the isolates from 
river mud, 13% (12/95) was Hobbs Type. In the isolates from unheated sea mud, 42% 
(22/52) of the strains tested and 75% (6/8) of the Hobbs Type strains tested were heat 
resistant (100°C, 15 min.). In the isolates from river mud, 28% (5/18) of the strains tested 
was heat resistant.
ウェルシ ュ菌 は食 中毒 の原因細菌であ り,本 食 中毒
はおもにA型 の耐熱性株(HOBBS型 株)に よって惹起
される(1)。 また,DUNCANら(2,3)は 本菌が
腸管 内で増殖 し,胞 子を形成す る際にエ ンテ ロキシン
を産生す ることを明 らか にしてい る。本食 中毒 の原因
食 品は欧米では食 肉類 の加熱調理食品であ るが,わ が
国では魚介類の加熱調理食品であ る場合が 比 較 的 多
い。 ご く最近,英 国において も魚肉調理食 品による本
食 中毒が見 られている(B.C.HoBBs,1975,私 信)。
飯塚 ら(4)は 冷凍 タラの 内臓か らウェルシュ菌を
分離 した。著者 らも,生 鮮魚介類 の体表か ら,ま た,
試料 によっては消化管か ら本菌が検出 され ることを前
に報告(5)し た。すなわち,生 息環境におけ る底生
魚介類 の本菌によ る汚染 の問題 は食品衛生上か ら無視
できない。
著者は前報(6)で1972年 の有 明海 の湾奥および湾
中部 の海泥か らウェルシ ュ菌 が多数検 出された こと,
また,大 腸菌および腸球菌 との関連か ら有明海の海泥
中のウェル シュ菌 は陸上 由来性で あ り,陸 上汚濁水 に
よ る海泥の汚染を標示 していると考え られ ることを報
告 した。本報 では,更 に,1971年 か ら1976年 にわたっ
て有 明海の湾奥部海泥 か らウ ェル シュ菌 の検 出を試 み
た。 その結果,湾 奥部海泥 におけ る本菌の 年 次 別 分
布,な らびに,分 離株 の性状を明 らかにす ることがで
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Table 6. Detection of heat resistant strains (100°C, 15 min.) in Type A and Hobbs type 
strains isolated from unheated mud.
                               Detection rate  (%) 
    Strains 
  tested Sporulation media         C
ooked Cooked meat,                Ki
mAGA       meatKim , AGA 
from sea mud 
  Type A 25(13/52) 27(14/52) 40(21/52) 42(22/52) 
  Hobbs type 50( 4/ 8) 65( 5/ 8) 75( 6/ 8) 75( 6/ 8) 
from river mud 
  Type A 17( 3/18) 22( 4/18) 28( 5/18) 28( 5/18)
性(100℃,15分)を 示 したのに対 し,河 川泥分離株
は28%(5/18)が 耐熱性を示 した にとどま った。 ま
た,海 泥(無 加熱)分 離HOBBS型 株(8株)に つい
て耐熱性を試験 した結果,75%(6/8)が 耐熱性を
示 した(Table6)。 このように,河 川泥 分離株 より
も海泥分離株か ら高率 に耐熱性株が検出 され る傾 向が
認 め られたが,こ の点 については更に詳 しく検討す る
必要 があろう。 また,海 泥分離 ウェル シュ菌 の42%が
耐 熱性 を示 し,海 泥分離HOBBS型 株の75%が 耐熱性
を示 したことは,恐 らく,こ れ ら分離株の中にエンテ
ロトキシン産生能を有す るものが含まれていることを
示 すものと考え られ重要で ある。
以上 の調査研究によ って,有 明海の湾奥部 の海泥は
1971年 か ら1976年 にわたって多数の ウェル シュ菌に よ
って汚染 されていることが明 らかにな った。 また,耐
熱性のHOBBS型 株 が同海泥か ら検出されたことは,
底生魚介類 の同型ウェル シュ菌によ る汚染 とい う立場
か ら,食 品衛生上重要で ある。 なお,今 後 の問題 とし
て,分 離 ウェルシュ菌のエ ンテ ロトキ シン産生能につ
いて検討 す る必要が ある。
要 約
有 明海の湾奥部海泥 について1971,1972,1973お よ
び1976年 に ウェルシュ菌の分布 を調査測定 し,更 に,
分離株 の性状 を試験 した。また,1976お よび1973年 に
流入河川泥 について同様の研究を行な った。
1)有 明海の湾奥部海泥において1971年 か ら1976年
にわたって多数のウェル シュ菌 が検 出され た。海泥中
における最高 ウェルシュ菌数は2,400～75,000/100g
(湿泥)で あ った。海泥の汚染源 と考え られ る河川泥
における本菌数は湾奥部海泥 におけるそれよ りも大 で
あ った。
2)分 離株の うちの全供試100株 がA型 に該 当した。
海 泥 分 離 株 か らHOBBS1,2,4,5,6,8お よ
び13型 株が検 出された。無加熱海泥分離株の13%(18
/140),加 熱(100℃,15分)海 泥分離株の33%(3/
9)がHOBBS型 に該当 した。河川泥(無 加熱)分 離
株 か らHOBBS1,4,5,8,11,13,14お よび16
型株が検 出された。 河 川泥分離株の14%(12/86)が
HOBBS型 に該 当した。
3)海 泥(無 加熱)分 離株 の場合,供 試株の42%
(22/52)が,ま た,供 試HOBBS型 株の75%(6/8)
が耐熱性(100℃,15分)を 示 した。河 川泥(無 加熱)
分離株では供試株の28%(5/18)が 耐熱性を示 した。
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